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w．結語

1．はじめに

　1990年代のアメリカの教育改革から、新たなカリ

キュラム開発（Curriculum　Development）が法制化を

ともなって普及し始めた。地域（コミュニティー）

における市民性（Ci廿zenship）を育成することを目

標論に据え、アカデミックな教科内容・スキルと他

者に対するコミュニティー貢献活動とを統合するこ

とによって、学校改善を促進させる新たなカリキュ

ラムの開発・経営論がサービス・ラーニング
（Service－Learning、以下S：L）である。1990年にコ

ミュニティーサービス法（National　and　Community

Service　Act　of　l990）が制定され、　S：Lを実施する学

校にグラント補助が実施されるようになり、S：Lカリ

キュラムの実践が全米レベルでも広範囲に浸透して

いったω。

　つまりSしとは、教科内容の習得とその学習過程

において培う問題解決能力や意思決定等の学習能力

を、サービス活動を中心に据え教科内容の基礎基本

との関連を図りながら伸長する統合カリキュラム
（Integrated　Curriculum）・教育方法論である（2）。　S：L

はアメリカの「生活と教育」という伝統的文脈から

生起したもので、一つはアメリカ社会のボランタリ

ズム（奉仕主義）からのものであり、他の一つが「経

験としての教育」（Education・as・Experience）の哲

学からのものである。SLはK－12（幼稚園レベルか

ら12年生まで）と高等教育レベルとに適用されてい

るが、本研究では特に初等・中等教育段階に焦点化

して論じていく。

　よって本章では、特にSLカリキュラムを内容方

法論からの開発的側面に焦点化して、その目標論・

内容論・方法論・評価論を理論的・実践的に検討し

ていく。その検討においてもSLカリキュラム実践

の具体的なケースを分析することによって、その新

たなカリキュラム開発を規定する諸要因とその教育

的効果を解明していくことを研究上の目的とする。

1．Sしの定義一概念規定とその理論的背景一

1，Sしの概念規定に関する考察

　まず、ここではS：しの定義についての考察をして

いくが、その定義は端的に以下のように整理できる。

　児童・生徒が生きること（living）と学習（lea㎡ng）

との間の連関をつかむ学習過程（process）において、

成人になるとはどういうことなのか、自由で礼節を

わきまえた市民として生きていくことはどういうこ

となのか、また、真に慈悲深く、他者への思いやり

のある生き方をするということはどういうことなの

かを理解する学習方法ないしはその過程である（3）。

この概念規定で重要な観点は、「学習」と現実の「生

活」との「統合性」の把握にある。このことは、SL

カリキュラムを全米レベルで促進する教育的動向

が、特に1980年代後半に高まり、社会構造の多様i
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化・都市化等によって伝統的コミュニティー観が危

機に瀕している現代社会において、それを改善する

手段としての教育観があったことを意味している。

　この文脈を踏まえながらも、他にもSしの定義は

以下のように挙げることができる。

　まず「全米コミュニティーサービス法1990」（The

National　and　Co㎜鵬Sewice　Act　of　1990）が制定さ

れ、S：しに取り組む先進校・全米のサービス関連団

体・NPO等に基金援助を実施し、サービス活動の

一層の促進を図ることを目的とした。その立法のな

かでの定義は以下の通りであるω。

「1．　学校とコミュニティーとを体系的にコーデ

　　　　ィネートすることにより、実際的なコミュ

　　　　ニティーのニーズに対応するサービス活動

　　　　に積極的参加をし、生徒が学びながら成長

　　　するものである。

　2．生徒は、コミュニティーにおける実生活場

　　　面で、既習の知識とスキルを活用する機会

　　　を得ることができるものである。

　3．SLは、教室の壁を越えてコミュニティーま

　　　で学習活動が広がり、他者を思いやる感覚を

　　　育むことができる学校改善へと繋がるもの

　　　である。」

　次に、その「全米コミュニティーサービス法1990」

の修正法である「全米コミュニティーサービス委託

法1993」（Nationa1皿d　Co㎜皿i取SeMce　Tmst　Act　of

1993）では、この立法によってサービス団体である

AmeriCorPsとCorporadon　fbτNational　serviceが設立

され、更にこの立法は、Senior　Corps，

AmeriCorps，VISTA，Learn　and　Serve　America等を協

働し、独立連邦エージェンシーとして位置づけた画

期的なものであった。この立法によれば、SLは以下

のように定義されている（5）。

「・コミュニティーにおいて実施し、コミュニティ

　　一のニーズに対応した貢献活動を通して、学生／

　　生徒達の学習と発達を促進する方法論である。

　・初等／中等／高等教育機関とコミュニティーとの

　　協働によって実施する市民の責任意識を育む

　　ものである。

　・学生／生徒のコミュニティー貢献活動における

　　教育的要素を高め、アカデミックカリキュラム

　　に統合されて実施するものである。

　・学生／生徒達、または参加者が貢献活動を振り

　　　返る（Reflection）ための時間が、カリキュラ

　　　ムのなかに設定され実施されるものである。」

　つまり、Sしとは、意義ある社会貢献活動と知的学

習を結びつけるカリキュラム開発の方法論であり、

コミュニティサービスの体験は知識や技術を感得し

ながら、コミュニティーの課題に直面し、その改善

に向けての参加機会を与えるものとなる。また、そ

のサービス体験を体系的にリフーレクションに取り組

む過程で、更に生徒の学習や人格成長が促されるこ

とが期待できるカリキュラム・授業論と理解できる。

　ここで、　「全米SL協会」（National

Ser＞ice－Learning　Cooperative＞によれば、　Sしとは

コミュニティーサービス（Co㎜unity　Service＞をベ

ースにして学校カリキュラム内容と統合することで、

学習効果を高め、Sしの目的であるコミュニティー貢

献の意欲・積極的態度を育成しようとするものと定

義され、以下のように示される㈲。

　「Sしとは、意義あるサービス体験とアカデミック

学習、人格的成長、公民的責任を統合する教授・学

習方法である。」

　他にも、　「全米青年リーダーシップ評議会」

（Nationa1　Youth　Leadership　CouncU）による、特に

アカデミック要素を重視したS：L（Academic　Service

－L、earning）の定義は以下の通りである（7）。

　「S：しとは、純粋なコミュニティーのニーズに合

致し、知識・スキルを応用させ、システム的な体験

的リフレクションを満たした学習活動を含む教育的

方法論である。」

　また、「全米教育統計センター」（National　Center

for　EducatiQn　Statistics）によってSLを大別すれ

ば、カリキュラムの経営主体が学校組織にある場合

は「学校に基礎を置くSL」（School－Based　Service

－Learning）であり、コミュニティーNPO等の団体に

カリキュラムの経営主体がある場合は「コミュニテ

ィー一に基礎を置くSL」（Community－Basθd　Service

－Leaming）に分類することも可能である（8）。それは、

後述するSしの歴史的背景から判断すれば、　SLは特

に80年代から注目を浴びるようになり、サービス活

動を支援しようとする政治的政策の下に教育行政・

単位学校ばかりではなく、財政的援助を目的とした

様々な団体・組織が参加する場合もあり、結果的に

Sしの捉え方・定義が多面的になることによる。

　しかし、このことが本研究で明らかにするSLを分
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析対象としたアメリカ型のカリキュラムマネジメン

ト論を構築することに繋がっていくことになる。例

えば我国では、総合的学習が導入され、各学校単位

で独自のカリキュラム開発・経営が求められたが、

これは教育行政・学校組織を主体に限定されたカリ

キュラムマネジメント論である。一方、アメリカの

SLを対象としてカリキュラムマネジメント論を分

析すれば、学校カリキュラムばかりでなく、NPO等

のコミュニティー団体が主体となり学校組織と協働

して、或いはカリキュラム主体となる場合もあり得

る。例えば、この観点からサービス活動を普及する

目的の「ポインツオブライト財団」（The　Points　of

：Light　F飢mdation）によれば、　Sしの定義は、以下の通

りである㈲。

「Sしとは、青少年が地域ニーズに応えることを通し

て自分なりに学ぶ活動である。そのためには、Sしに

関わるサービス組織は、その学習目標を定め、リフ

レクションを実施する必要がある。学校とコミュニ

ティー組織が協働して、ともにSしのプロジェクトや

プログラムをより良く発展させていくものである。」

　以上のような多様な定義を総括して、「北西部SL」

（Northwest　Service－Learning）のrSLの促進に関す

る報告書」（Promoting　Service－Learning

Excellence）のなかで、　Sしの定i義に関わり、SLは以

下の要素を含まなければならないとする（ω。

①明確な学習目標

　　「Sしの実践と概念は学校外での学習活動を含

　　　むが、それでもカリキュラム上の意図的な学

　　　習目標は明確にしておく必要がある。」

①純粋なコミュニティーのニーズとの合致

　　「Sしがコミュニティーのニーズに合致するこ

　　　とで、既習の事項が実践活動の中で活用され、

　　　学習者がこれまでの学習に学ぶ意味を感得

　　　することができることが重要である。」

②システム的なリフレクション

　　「最も重要なSしの構成要素には、リフレクショ

　　　ンの実施がある。サービス活動の概括をする

　　　以上に、学習目標とコミュニティーのニーズ

　　　を体験活動によって統合を図り、サービスと

　　　学習を強固にするばかりでなく、教師と生徒

　　　の変革的能力を育成することにも繋がってい

　　　く。」

　これらのことをより具体的にする意味で、サービ

ス活動（体験的奉仕活動）が単なるイベント活動に終

始しないために、カリキュラムの内容方法上の統合

性が重要である。そこで、まず、その「統合性」の

視点から「全米青年り一ダーシップ評議会」（NYLC）

に依れば、S：しには市民性育成の観点に加えて以下

の10項目にわたる教育目標もあるとする（11）。

1．生徒の問題解決能力を伸長・育成する。

2．生徒の’協調性を育成（特に学級集団等）する。

3．生徒が社会的責任を感得（学習）する。

4．生徒がテクノロジースキルを習得する。

5．生徒がライティングやコミュニケーションス

　キルを習得する。

6．生徒がセルフエスティームを強める。

7．生徒が各教科で学習した内容・スキルの応用力

　　を習得する。

8．生徒が学習動機を高め、学習態度を改善する。

9．生徒が意志決定／批判的思考力1正当な判断力・

　自己の気持ちを表現する等のスキルを学習す

　る。

10．生徒がコミュニティーにおいて貢献することが

　できる。（人生観と重ねる）

　よって、本研究におけるSしとは、：NYLCのウエ

イド（Wade，　R．）の論に依拠して、

rS：Lは、生徒たちが主体的に参加するサービス経

験を統合化し、その学習経験を発展させていく教育

方法である。その経験はコミュニティーの必要性に

適合するものであり、学校とコミュニティーを関連

させ、生徒たちの体験を学的カリキュラムのなかに

統合化していくものでもある。S：Lは、生徒たちが

学校での学習経験を活用しながらコミュニティーに

貢献するサービス体験を通して、主体的な学習経験

をすることであり、コミュニティーの一員としての

自覚と責任も学ぶものである（12）。」と定義して論考

を進めていくことにする。

2．Sしの理論的背景一伝統的授業・社会構成主義

　　的授業とSL授業との比較から一

　社会構成主義者で著名なバンクス（Banks）は、その

立場から以下のように市民教育（Citizenship　Educatio

n）を推進する3要素をあげている（13）。
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表1．　カリキュラム構成の比較（14）

伝統的授業 構成主義授業 サービスラーニング授業

カリキュラム ○カリキュラムはベイシッ ●カリキュラムは大きな概 ◎カリキュラムは学際的単

開発原理 クスキルを重視し、部分部 念を強調し、全体的把握か 元を連関させ、概括的テー

分を細かく注入していく。 ら部分分析へと展開する。 マを中心に単元構成される

カリキュラム ○固定化されたカリキュラ ●可能な限り、純粋な生徒の ◎学習者の興味関心、関連する

計画段階（P） ムを計画的・系統的に実施 疑問・興味関心の追求こそが 教科内容、コミュニティーの二

することこそが、高い学習 学習的価値観となる。 一ズを統合するかたちでサービ

的価値観となる。 ステーマが形成される。

カリキュラム Oカリキュラム実践場面で ●カリキュラム実践場面で ◎カリキュラム実践場面では、

実践段階（D） は、ほとんど教科書やワー は、教材解釈のデータと活動 サービスをする体験活動とリブ

クブックで学習する。 主義の学習スタイルをとる。 レクション（内省）をする。

カリキュラム ○生徒の学習成果の評価は ●生徒の学習成果の評価は ◎生徒の学習成果の評価は、教

評価段階（S） 教授本質とは異なり、その 教授と一体化しており、生 師の観察、ポートフォリオ等か

ほとんどはテスト等による 徒の学習態度・生徒の作品 らリフレクションを行い、次段

測定である。 の観察やポートフォリオ等 階のサービステーマへと発展し

による。 ていく。

学習者観 ○生徒は真っ白な石版のよ ●生徒は全世界において理論 ◎思考力と調査スキルはイ

（生徒・児童観） うなものとみなされ、その上 的思考者としてみなされ、 ッシューを追求する主要な

に教師が情報・知識を書き 生徒独自の世界観を持つ。 手法である。反省的思考は

込んでいく。 全学習過程を通して為され

る。

学習における教 0教師は一般的に教訓的な ●教師は一般に相互主体的 ◎教師はサービスラーニン

師の役割・スタ 行為をなし、生徒に教師の 行為をなし、生徒にとって グを教科等の学習促進の他

イル 情報・思想等をクローズ的 の学習環境を整備支援する なる有効手段として活用す

に押しつける傾向がある。 る。

教師の関心事 ○教師は生徒の学習成果の ●教師は生徒の興味関心を ◎生徒の興味関心と反省的

指導：上の留意点 確認のために、正答のみを 理解し、授業の重要な展開 思考を全学習過程で活かし

求める傾向性がある。 場面において生徒の持つ既 て学習を開始する。教師は学習

成概念を活用する。 の連続性・連関性・統合性を保

障し、活用する。

学習形態 O生徒は主として個人学習 ●生徒は主として小グルー ◎大部分の生徒は、小グループ

作業である。 プによる学習作業である。 による学習作業であるが、場面

に応じて変容する。
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①知識の獲得と管理　②参加経験、意志決定の能力

開発　③価値観や態度の健全なる向上

　つまりこれらの事柄は、知識的・概念的なものよ

りもむしろ参加意志決定の能力、更には価値観や態

度の向上に重点をおこうという市民的資質の育成を

意図している。民主主義等の概念や理想は、それだ

けでは「生徒の育ち」にとって無意味であり、現実

に社会的参加をして理念を実践していこうとする態

度を持った「知的社会行為者」を育成することに市

民教育固有の目標があるとする．

　一方でSしの理論的背景は、上記のような市民教育

論に依拠しながらも、経験主義教育も思想背景とし

て直接経験・反省的思考・批判的思考等が学習の鍵

とされている。実際にコミュニティーにサービスを

することを通して社会的参加・社会的貢献をし、学

習者がコミュニティーの変革を感得できることに大

きな特徴がある。Sしの本質観は主として次の三点に

整理できよう。第一に、SLを通して個人の自己価値

観や能力のみではなく、コミュニティーに対する価

値観としての市民性に着目できる。第二に、省察（R

eflection）を教科学習過程に位置付け、サービス体験

したことを教科内容に統合化するカリキュラム開発

によって、経験主義的な学習成果をより期待できる

ことである。第三には、S：Lは知的能力の開発を促進

するという点である。その知は、判断力・表現力・

洞察力・問題解決能力等の獲得にも重点がある（15）。

ここで、表1に示したように、SLカリキュラム開

発論の特徴を概括する意味で、全米レベルのSL実践

を体馴化したことで著名なキンスリー（Kinsley）によ

る伝統的授業・社会構成主義的授業とS：L授業カリキ

ュラムとの比較検討論を、筆者がカリキュラムPDS

（Plan・Do・See）の各段階別の視点から修正的検討を

加え、これを再整理したく陶。

　Sしとは、デユーイらに代表される経験主義的学習

論の見地から、真の意味で知的・人格的発達が個人

とコミュニティーとの切実な相互関係で成立する学

習論である。S：しの提唱者らは、知識とはあくまでも

道具にすぎず、人間の経験において有用とみなされ

た揚合にのみ、その知識は価値を持つといった「道

具主義」の立場をとっている。有用的知識を刺激し

ない抽象的な学習は、生徒にとって「学ぶ意味」を

感じることにならないという立場から、SLは伝統的

授業形態・知識注入主義に対するアンチテーゼでも

ある（1η。

皿　社会的・制度的文脈からみるSしの発展一

　Sしの歴史的背景一

1．全米におけるSL普及の統計的考察

　まず、全米レベルにおけるSしの状況は、　「アメ

リカ連邦教育省」による「全米教育統計センター」

の（Service－Learning　and　Co㎜unity　Service　in

K－12Public　schools）の調査によって考察を加える
（18＞。

　表2からも理解できるように、全米の公立学校（初

等教育・中等教育段階）の79750校のなかでコミュ

ニティーサービス実施校は64％、組織的コミュニテ

ィーサービス実施校は57％、これに比較してSしの実

施校は32％と示されている。

　本調査報告書によれば、コミュニティーサービス

とSしには相違点がある。コミュニティーサービスの

特徴は、カリキュラムとして学校組織上に位置付け

られていないが、カリキュラム外での対応として地

域貢献活動に取り組んでいる。しかし、この活動で

は、明確な教育目標を設定していない場合が多く、

リフレクション等の反省的思考場面も少ない。

　一方、これに比較してSLは、既述の通り、コミュ

ニティーサービス活動とアカデミック教科内容・ス

キルとを統合するカリキュラム開発のことであり、

明確な学習目標を設定し、コミュニティーのニーズ

に合致する活動を通して、リフレクションにより反

省的思考・批判的思考力、そして問題解決学習能力

を伸長する。このことにより市民性の育成を図ろう

とするものである。このSL実施校がコミュニティー

サービス実施校よりも少ないことは、それだけの専

門的カリキュラム開発・経営能力が必要となるため、

必然的結果であると言えよう。しかし、それでも全

米の調査対象校の32％を占めていたことから、やは

りSLは全米レベルに浸透しつつあると言えよう。

（尚、32％の内訳は、初等教育段階25％ミドルスク

ール38％ハイスク一二ル46％となっている。）

　では、このような普及状況を持つSLは、どのよ

うな歴史的経緯：によって発展してきたものであろう

か。この点についての検討を加えてみる必要がある。
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2．Sしの社会的・制度的文脈からみる歴史的考
　　　察

　次に、SL．の歴史的背．景を社会的・政治的文脈．のな

かで概括する。尚．、この概括の基本資料は、　「アメ

リカの学習とサービス　：全米SLクリアリン．グハウ

ス」　（The　Learh　and　Serve　Ame：rica　：Nat．ionaユ

S．ervic¢L．earning　Clearinghouse）による「S：しの．

歴史」（History　of　Service一：Leaming＞であり、これを

中心に他資料も適時活用．しな．がら整理したものであ

る働。最．初に、サービスの初期的概念の蜂起として、

19．03年にシンシナティ大学でアカデミック教育要

素と．イ／ターンシップを統合することを意図した

「コ．一ホレティブ教育運動」　（Cooperatlve

Education　Movement）．が起．こったことが、重要な歴

史的開始点とされている．。．

　具体的なボランティア活動．では1933年～1942年

の期間に、「市民擁護団体」（Civilian　Conservation

Corps）が、ルーズベルト大統領．によって創設さ．れ、

数百万人の青年が6ヶ月か．ら18ゲ月程度の期間に国

立公園の支援、経済の再生、家族．援助活動等に関わ

った。1960年代に入ると、国家改善活動に高齢者の

参加を意図して、　「退職者・高齢者ボランティアプ

ログラム」（Retired　and　Sθnior　Volunte．er　Program）

：「養子祖父母プログラム」　（Fostef　Grandparent

Program）「高齢者コンパニオンプログラム」（Senior

Companion　Pr。gram）等が開発された。

　更に1964年．には、「貧困解消の闘．争」（War　on

PQverty）の一環としてジ．ヨンソン大統領は、　「アメ

リカへのサー．ビスボランティアVISTA（Volunt．eer　i血

Service　to　America）－「全国．教師団体」（Nadonal

Teacher　Corps．）「職業団体」（JOb　Corps）等を創設し

た。特にVISTAは、低．所得層を支援する目的にお．い

て、サービスを実施する機会を一般市民に提供した

点で大きな功績があった。

表2，全米におけるSL普及状況働

一　一”一「．ワ　　一．一　　　　一．．一一　一『｛－嘗　　　一　曜一’一．一　輔’甲　　一一　　一1一「．『．一一 噂　一’一　炉騨　噸唱 巳一．』一 @一　一．一．’論｝一胤噺　ロー．一’一噌’一『一’一r一一．一一一剛．．一一一　一r 一幽唱hL @胃　一一　一．．’卯　『．騨 「．噂

@一一一［胴騨一

、、　　　．瓢臨鯉繍翫b鷹蛭面醜甫 腔』艶r密虻“画線幽幽
卿翻魔鵬職晦騨r蝋鵬㎎脚τ雪面麟邸葡ゆr蜘咽熈嘔紅鵡：㎞騰蜘姐細二品醜亘騨・幽…gh鵜一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．A戯趨麿縣鉦セ三聖r1鱒面一麟蝉・＿

［

．～雌聡蜘1．．㈱ぼ癬勲照榊 w鋤臨綱

　　　　　　　　　　　　　　　　瀞一旦製騨皿山騒　　勘嵯恥酬脳諭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨　　　　　　　　　　　　　　　　：舳謄漁M繍瞭瀞曹鰹コ哩醸・圃r臨醐n貫「y一母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋茸噺．鰯

降＿匡r脚貢臨．．腿7vil‘直門

@　　　1邸i㎎
闇

P蟹麗」鰹瓢じ響 、一巳． 馴鵡臨鯉
h　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．町　　．　　　A．　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　w

轟雄　陣1iロ　　朧．㎞轟匡鍔＿じ．．、、＿．巳哩＿．．＿＿＿＿＿．　　　＿＿＿・、．．｝＿＿彫ρ．＿ 雫駄幣急齢 ．麟　　　　　　　　艶、硲　　　　　　藷望　　　　　　　　2露 輪軸 盤．薩

1鰍淵r臨。蜘㎜1鱒．
醒Iu糊＿＿＿，＿．＿，．＿＿．．＿．＿．、「、 癖樫渦痴降 轟》　　　　　　　4瀞　　　　　増魯　　　　　　　4帯 ．艶蘇 霊．縣

翻鮒撒・．＿。．．．．＿．．＿．＿＿＿．＿，．＿＿岬． 二一’聯勢鍾 例登 @　　　　　　■。．■　　　　　重囲　　　　　　　聖是 ’凱醜 艶．感

囲i幽噸＿詩＿＿＿．＿．卵＿＿＿．＿＿．．．＿＿＿ i爵曲麹窪 鎖欝　　　　　　　　蒙蒲　　　　　　．撃L　　　　　　　襲識 輔 罎．騨

繍甑鳳ド緬’m罰酬
L．㎝馬臆㎞測糠、．・＿＿＿一，＿＿＿｝、，．臼． 圃綱繁　’

鱒　　　　　　　　軸壁．　　　　　勧剖　　　　　　　　麟．緬 混7 4ゴ4
歯緻　　包働　　脅鱒　　鴇．＿＿＿＿＿　ド．自．＿＿＿＿▼＿，q．胴　，鵡ゆや，＿．　　　　Y＿＿＿　　　　＿＿＿＿ヤ　＿　＿

轟匹現ヂ隠 β漁　　　　　　　　葱鞭　　　　　　響肇　　　　　　　　驚．畿 。理4 艶び奪

1。㎜．偲．師赫肥．h＿　＿＿．，．＿＿＿．．，．，．＿．．馬 メ毎　　　　　　　4」　　　　　　薦騨　　　　　　　　卑尊 4論 諏．1．

ド「騨磁鋤・
偽解．＿．＿＿＿．＿．＿＿＿．＿、．．．．＿．，＿＿ ：：澄1灘7藷罠 醐　　　　　　　　き’蜘　　　　　　耐．　　　　　　　厳．嶋． 魯翫 4一ユ

Lメ巾邸．飼曝．＿＿，＿．．．＿＿＿．．．＿．．．＿．．ケ 1：型麟簿 函敷　　　　　　　44｝　　　　　餅ぎ　　　　　　　毒漢 愛？ 霊一箪

噺鵬瓢▼＿．ご．＿「＿▼．＿＿、　　。．＿＿＿ uAけ4 鱒　　　　　　　　影．ず　　　　　　三蚤弊　　　　　　　　虹賢 4、1鷹 轟－
騰麟門＿＿＿＿，．。，．．＿＿．＿　、．．．．層一一．、．．＿．．＿ 急睡購」・4 醐　　　　　　　　4．画騨　　　　　厳舜　　　　　　　4．滑 盈？ 慮．調；．

魎麟i．直叫1藝萄剛
N一．＿．，＿　＿＿．．ウ．．＿．＿＿＿＿ 1感　詮．匡 蒔w．　　　　　　　感諸　　　　　轟4　　　　　　　　甑藷 潤目 睡．噂

恥櫨舳鋼，＿．，．．＿，．曜，＿　層＿叩．．．。罵　．＿ 憾蕊魯㍗ 鳶導　　　　　　　」｛3　　　　　嚇鄭　　　　　　　藍ぷ 愚誉 峨．な．

f姻磁＿＿＝＿＿＿＿＿w．．＿＿．p一＿＿叩 1隠瀕コ・ 蹴響．　　　　　　　4〔窄　　　　　　同門　　　　　　　　豊．艦 ｝笠 4一且

晒．1酬・臥＿F＿．＿．．．．．．｝＿，＿．＿Ψ．．。．．．．．鮒． 曳購識急吟 顧き　　　　　　　　4．．通．　　　　　　5導　　　　　　　　4藩 ・繍 鼠爵

．掩㎜麟．噺置弼圃寧鷺鱒遭肚r嚇酬1

L滑隔短日．哩急解職　　一＿・・＿．一…・＿ 愛顎騒蟄鷺 感窒　　　　　　　4漕　　　　　　r霞　　　　　　　　司煽 悪童 4．睡

峰準縄揮即虻ゆ．。＿　．＿．＿．　．．＿．．＿＿“ 1雌出山、 画聖：　　　　　　　｝譜、　　　　　伽轟　　　　　　　　諭億 纂1 4．4
瓢紬4噸搾rむ瑚．＿、一．＿、、＿＿．．．．．＿．．．．＿，．． 国灘旧 日豊　　　　　　　　誉．且　　　　　心嘆　　　　　　　　豊慧 繍 4一白

蔓　騨細杷疲劇r㎜購・＿．．＿＿＿＿．＿。．
1『飛出騎　’

｝4　　　　　　　　　滋』　　　　　　　馬齢．　　　　　　　　酋漁 ㈱． 4．疇

．恥隙螂κ鱗闘．血π燦経1響瞼転厨

1雁鯉r蹴．醐一πi囎置鋤
嵐漕脇譜覧耶遣鵡：μr鶴繍．＿．．＿＿。＿＿。＿。 訓転帰隔 樋　　　　　　　且騰　　　　　椛甜　　　　　　　礒・黛 急盛 艶．醇

乱川　艦纏“匿離τ凧贈、　．．曲　＿．．．．．＿．．．仙＿． 臨軸帰 渉如　　　　　　　　鴬湘　　　　　　講旬　　　　　　　　蚤．磐 艶阪 ．曝．鱒

触藍麟鑓㎞i燧虹．融．h基帥・磯㎞h．鋤d膚一儲臨。曲煽購bゆ。臨雌・曲醐臨曲厩鋤r撫血㎞1【厩一・姐噛胸争i融h噛睡t置旧盲龍廿瞭騰緯㎞勲恥階蝉，ト睡・蹴直幽臨ザ良．輝瞭．

隷欝鷲匪一一必勲醐。．己幽益嘗魂棚潤．血撒煽蝋騰撫蜘榊漕鵬羅融鱒勲“血曲慰耐釦喩雌畷幽．
綿心中罰且ζ厭 騰．篇小雪灘嚇軍側小馬寧9暖臨辮顧蜘珊烈日晦函ゼ貫口綿一軸騰笈噂輪臨葬駄礁驚醐＄轡撃嚇轡脚r翼軍一口噸ド恨軍国購鳳『轍廟撚
．鶉麟儲鉱一颯麟：臨副蜘㎜臨瑚，噸．囎’轄．婦畷。1野山w鷺轟驚 蒸蜘．．

一12一



アメリカにおけるサービス・ラーニングのカリキュラム開発論

　更に1966年から1967年にかけて、初めて「サー

ビス・ラーニング」の概念が公的に使用された。歴

史的に著名なrTVAテネシー川流域開発公社」

（Tennessee　Va！ley　Authority）が支援してオー

クリッジ大学協会と協働実施したが、その際に、学

生を支流地域開発組織と結びつけるプログラムを説

明する用語として「サービス・ラーニング」が用い

られたことは、その後のSしの発展の礎となった。

　1971年忌は、「ホワイトハウス青年会議」（White

House　Conference　on　Youth）が、サービス経験と学

習行為との統合を目指すとする報告を行った。また、

「公共サービスインターンシップ全米センター」

（National　Center　for　Public　Service　Intθrnships＞

と「フィールド経験教育学会」（Society　for　Field

Experience　Education）が設立され、1978年にこの2

つの組織が合併して「インターンシップと経験教育

全米学会」（National　Society　for　Internship　and

Experiential　Education）となった。

　更に1971年、「全米学生ボランティアプログラム」

（National　Student　Volunteer　Program）が設立され、

これが後の1979年忌「サービスラーニング・全米

センター」（NatiQnal　Center　for　Service－Learning）

になった。サービスと学習を関連させることを奨励

する雑誌として「シナージスト」（Synergist＞が出

版され、「サービス・ラーニングの三つの原則」等

について論じられたことも一定のインパクトを持っ

た。

　工980年代に入ると、SLを推進する多様な団体が設

立され始め、Sしが飛躍的に普及していった。まず

1981年に、「青少年サービスラーニング全米センタ

ー」　　（National　Center　for　Service－Learning　for

Early　Adolescents）が発足レた。1982年にも青少年

のリーダー性を育成する「全米青年リーダーシップ

評議会」（1982年、National　Youth　Leadership　Counc－

i1）（20）が発足し、現在も主要団体として研究者・実

践者が一同に集い、全米レベルでSしの普及・研究の

ために発展中である。1984年には高等教育段階での

サービスプログラムを推進する「キャンパス・アウ

トリーチ機会推進連盟」（Campus　Outreach　Opp。rtur

ity　League±COOL）も発足し、1985年には「キャンパ

ス・コンパクト」　（Campus　Compact）（21）、更には州

や市レベルで青少年を組織することを支援する「全

米サービス・擁護団体協会」（Nati。nal　Association

of　Service　and　Conservation　Corps）（22）、サービス

実施の機会を青少年に提供する「ユースサービスア

メリカ」（Youth　Service　America）（23）等、全米的な

サービスプログラムが草の根レベルで浸透していっ

た。

　以上のような市民レベルの動向を踏まえて、政治

レベルでのSL普及のためのバックアップも進んで

いった。例えば！989年にブッシュ大統領は、ホワイ

トハウス内にナショナルサービスを斡旋するオフィ

スを設置し、SLを含むボランティア活動を推進する

「ポインツ・オブ・ライト財団」（Points　of　Light

F。undation）（24）を創設した。この財団は、　SLカリキ

ュラムを学校外組織が主体となり開発経営に当たる

ことができる画期的な組織であり、現在ではSLカリ

キュラム開発・経営に大きな影響力を持っている。

　そして、一定の法制的結実をみたのが1990年11

月16日、連邦議会で承認されブッシュ大統領によっ

て署名された「全米コミュニティーサービス法

1990」（National　and　Co㎜unity　Service　Act　of　1990）

である。この法律は、コミュニティーサービスとSL

を全米レベルで普及させることを意図して、教育行

政組織・単位学校組織、青少年ボランティア団体や

各NPO団体、高等教育機関等に対するSLプログラム

助成を勧告し、支援基金を提供するものであった。

　こうした社会的・政治的動向を受けて、K－12の学

校教育段階で大きな指導的影響力を持ち、カリキュ

ラム研究と学校運営関連の研究・実践の団体である

「スーパービジョンとカリキュラム開発協会」（Ass－

ociation　of　Supervision　and　Curriculum　DeveloP－

ment）（25）が、1993年忌はサービス体験を学校等のア

カデミック学習内容に統合していくことを鑑み、特

にカリキュラム開発上の意義を公的に承認した。こ

のことにより、SLカリキュラム研究が飛躍的に注目

を集め、SLカリキュラムの開発・経営論とその実践

化が進展していく一つの契機となった。

　また、前述の「全米コミュニティーサービス法

1990」から発展して1993年9月には、その修正法で

ある「全米コミュニティーサービス委託法1993」

（Nationa！and　Co㎜unity　Service　Trust　Act　of

1993）にクリントン大統領が署名、アメリコープス

（／㎞eriCorps）（26）と「全米サービス公社」（Corpo－

ration　for　National　Service）（27｝が設立された。そ

れにともないVISTAはアメリコープスの一つの部門

と位置付けられた。

　この立法化の影響下に、1994年半は様々な教育
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的・社会的動向が拡大していった。例えば、連邦議

会が「キング牧師記念日」（King　Holiday）と「サー

ビス法1994」（Service　Act　1994）を承認し、　「全米

サービス公社」がキング牧師記念日をサービスの日

として位置付け、その運営指揮の役割を委託される

程になった。他にもスタンフォード大学SL研究所が

創設され、「フォード財団」（F。rd　Foundation）（28）

と「連合黒人大学基金」（United　Negro　College　Fund）

（29）が提携したコミュニティサービス・パートナーシ

ップ事業が開始された。これによって、直接的なサ

ービス活動と大学での学習内容を統合する10大学

によるプログラム開発が成された。

　1995年には、「コロラド大学平和研究センター」

（University　of　Colorado　Peace　Study　Center）（30）

を経由するインターネット上のSLネットワークが

設置され、その拡充が図られている。1997年4月パ

ウエル長官（Powell）を議長とする「米国未来のため

の大統領サミット（The　Presidents’Su㎜it　for

America’sFuture）」で、クリントン大統領、ブッシ

ュ前大統領、フォード元大統領、カーター元大統領、

レーガン元大統領婦人が一同に集い、アメリコープ

スと青少年問題に取り組むサービスプログラムの役

割が再認識され、拡充された。

　2◎00年代に入ると、2001年には前述の「アメリカ

の学習とサービス：全米SLクリアリングハウス」Gり

が　「全米コミュニティーサービス」（C。rporation

for　National　and　Co㎜unity　Service）（32）によって

設立された。

　このプログラムは、Sしの高等教育段階に加えて、

K－12段階のSしやコミュニティーサービスの情報収

集と交換を目的としている。また、「全米コミュニテ

ィーサービス」は、Learn　and　Serve、　AmeriCorps、

Senior　Corpsの部門に分類でき、現在のSL推進の

重要な団体と認識されている。

　また同2001年10月には、第一回国際SL研究会議

がカリフォルニア・バークレーで開催され、350人

程度のSL研究者が一堂に会した。そして、2003年

にはブッシュ大統領が、「サービスと市民参加の大統

領評議会」（Presidents　Council　on　Service　and

CivicParticipation）を設立し、国家レベルでのボ

ランティア活動の推進を意図している。ボランティ

アサービスに関する大統領賞を設けてこれに従事す

る個人団体を対象とした。

　以上のような社会的・制度的・法制的な発展整備

により、SLは徐々に全米レベルに普及して言ったと

いえる。その普及の状況は既述の通りであると整理

できるが、これを教育レベルに反映して考察すれば、

SL活動を推進したその背景には、以下の事項が考え

られる。

　まず、SLカリキュラム概念で重要なことは、アカ

デミック教科学習と生徒の現実生活との「統合性」

を如何に図るのかが課題である。1980年代に様々な

SL団体が設立されたのは、アメリカでは都市化・二

重構造の進展と産業グローバル化が拡大し、それに

伴うアメリカ市民の価値様式・規範意識が伝統的な

コミュニティー文化を崩壊させたことへの危機意識

が潜在していたことによる。

　そこで、崩壊したとされるコミュニティーの生活

文化を改善する一方策として学校教育に求められた

のがSしであり、Sしによってサービス体験学習を生

徒の現実生活に「統合」する必要があった。特に80

年代から学校教育においても、伝統的なコミュニテ

ィー観を侵食した「自己本位性」によって、自分本

位で他者へのケア・思いやりが欠如してしまったこ

と、過度の自由主義が義務を果たさず権利のみを主

張する風潮を助長してしまったこと等が指摘され始

めた。また、学校教育関係者に限らず、産業・コミ

ュニティー関係者も「自己本位世代」は学校教育時

代を通して奉仕活動等の道徳性を学ぶ学習機会が不

足したのではないかと疑問を呈している。端的に述

べれば「自己本位世代」は、教科内容の知識の習得

に力点が置かれ、その教科学習を通した問題解決

性・批判的思考力・意思決定等を伸長し、知的有用

感を感得する実用体験に課題があったと概括され
’る。

IV．結語

　本研究では、S：しの定義について概念規定とその

理論的背景を整理した。S：しの概念規定に関する考

察は必然的であるが、これに加えてSしの理論的背

景を、伝統的授業・社会構成主義的授業とSL授業と

の比較から考察を加えた。

　また、Sしの歴史的な登場背景を探る意味で、社会

的・制度的文脈からみるSしの発展の経緯についても

論じたが、その方法論としては、全米におけるSL

普及の統計的考察を加えて、Sしの社会的・制度的文
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脈からみる歴史的考察を検討した。

　’以上．の前提を背景にして、SLは「学ぶこと」と「生

きること」とのバランスを図り、コミュニティー改

善をすることによって「自己有用感・自尊感情」

（Selfesteem）を高める等、アメリカの教育的な問題状

況を克服するものとして注目され始めた麟。

　すなわち、Sしとは伝統的コミュニティーに対する

サービス体験活動という文脈において、生徒がそれ．

らの体験を計画的に「リフレクション」しつつ、そ

の省察内容．をアカデミック教科内容と関連させなが

ら、サービス体験を統合していくカリキュラム開発

論であると整理できる，また、このカリキュラム目

標論とは、生徒が教科内容を理解し、自分自身と他

者についてより多くのことを知り、更に他者に対す

る貢献や市民性の意味．を理解することである。

　よって今後の研究展．開は、S：Lカリキュラム開発論

と教育目標論、それと評価論の観点から「リフレク

ション」について検討を加えていく。
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